[bookmark: _Hlk218502832]別紙２）AIサービス利用申請書　テンプレート

申請先：上長／所属長
※継続利用・業務データ取扱い・組織利用（複数名）等は原則申請対象。公開情報のみの一時利用であっても、部署として継続利用する場合は申請してください。

1. 申請者情報・利用概要
	申請日
	（例）YYYY/MM/DD

	所属（施設・部署）
	

	氏名
	

	連絡先（内線・メール）
	

	利用形態
	□ 個人利用（業務）　　□ 部署内利用　　　　□ 法人全体利用

	利用希望AIサービス名／提供元
	

	URL（利用画面／管理画面）
	

	契約形態
	□ 法人契約　　　□ 無償　　□ 既存契約に追加　　□ トライアル

	想定利用期間
	開始：　　　
終了：　　　　　　（例：2週間の試行）

	想定利用者数
	名（部署名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



2. データ取扱い・運用
	主な利用目的（ユースケース）
	
（例）議事録の要約、文章校正、院内FAQ案作成　等

	入力予定データの区分
	□ 公開情報のみ　　　　□ 匿名化・仮名化した情報　
□ 業務情報（機密を含む可能性あり）

	入力禁止情報の混入防止策
	

（例）コピペ禁止・匿名化チェック・二重確認 等

	成果物の保存場所
	□ 法人指定フォルダ（SharePoint/OneDrive等）　
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	成果物の外部共有予定
	□ なし　
□ あり
（共有先：　　　　　　　　／内容　　　　　　　　　　　　　　　）



3. セキュリティ・契約確認
	データ保持（サービス側の保存）
	□ しない／設定で無効　
□ する（保持期間：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　
□ 不明（要確認）

	学習利用（モデル改善への利用）
	□ されない／契約で除外　
□ される可能性　
□ 不明（要確認）

	ログ／監査
	□ 利用ログ取得可能　
□ 管理者画面あり　
□ 不明

	アカウント・認証
	□ 法人アカウント（推奨）　
□ 個人アカウント（例外）　
□ SSO可

	アクセス権管理
	

（例）管理者：　　／利用者追加削除の方法：　　　）



4. リスク評価
	想定リスク（該当するもの）
	□ 個人情報漏えい　　　□ 機密情報漏えい　　　□ 誤情報の混入　　
□ 著作権・出典問題　　□ その他（　　　　　　　　　　　　　　）

	リスク低減策
	

（例）入力データ制限、二重チェック、出典確認、利用者教育 等

	代替手段の検討
	

（例）既存承認AIで代替不可の理由、オンプレ/閉域の検討 等




5. 承認欄
所属長：　　　　　　　　　　　			（署名）　		　		日付：　　　
事務長：　　　　　　　　			（署名）　　				日付：　　　
法人本部：　　　　　　　　　　　		（署名）　　				日付：　　　
最終承認（理事長）：		　　　　	（署名）　　				日付：　　　

6. 申請者同意
私は、AI利用規程および入力禁止情報を遵守し、事故・疑義が生じた場合は速やかに報告します。


日付：		年	月	日


申請者署名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



